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安全・安心の牛乳を届けるために

生産現場から厳しい検査を行っています

政府は今夏の電力不足を乗り切るため節電目標を発表

電力不足と猛暑。暑さに弱い牛への対策は

電力不足と猛暑。日本の夏を乗り切るために

熱中症予防に牛乳が効果的

オリジナルPOPをご提供いたしますオリジナルPOPをご提供いたします

運 動 に 参 加 し ま せ ん か !
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熱
中
症
予
防
に
牛
乳
が
効
果
的

　
そ
も
そ
も
熱
中
症
と
は
、
体
内
の
水
分
、

塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

た
り
、
体
温
の
調
整
機
能
が
破
綻
し
て
発
症

す
る
障
害
の
総
称
で
す
。

　
熱
中
症
は
死
に
い
た
る
恐
れ
の
あ
る
病
態

で
す
が
、
適
切
な
予
防
法
を
知
っ
て
い
れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
応

急
処
置
に
よ
り
救
命
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
熱
中
症
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
場
所

や
、
な
り
や
す
い
人
の
条
件
な
ど
も
環
境
省

な
ど
の
H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
の
統
計
は
未
発
表
で
す
が
、
猛

暑
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る

節
電
に
よ
り
、
多
く
の
方
が
熱
中
症
に
注
意

し
な
が
ら
夏
を
過
ご
し
た
事
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
に
続
き
今
年
も
節
電
の
努
力
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
節
電
対
策
と
と

も
に
熱
中
症
予
防
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
近
年
、
夏
の
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
平
成
22
年

の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
は
1
7
1
8
名

で
、
熱
中
症
の
統
計
を
取
り
始
め
た
昭
和
39

年
以
降
で
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
内
訳
を
見
る
と
全
死
亡
者
数
の
約
8

割
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
が
上

昇
す
る
と
死
亡
率
が
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
発
生
場
所
は
、
家
（
庭
）
が

全
死
亡
者
数
の
約
46
％
と
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
従
来
、
熱
中
症
の
多
く
は
高
温
環
境
下
で

の
労
働
や
運
動
な
ど
で
発
生
し
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
日
常
生
活
で
の
発
生
が
多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
22
年
の
6
月
～
8
月
の
日
本

の
平
均
気
温
は
、
統
計
を
開
始
し
た
明
治
31

年
以
降
の
1
1
3
年
間
で
第
1
位
の
高
い
記

録
で
し
た
。

　
熱
中
症
や
夏
バ
テ
を
予
防
し
、
暑
さ
に
強

い
体
を
つ
く
る
健
康
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
信
州
大
学
の
能
勢
教
授
が
提
唱

す
る
「
や
や
き
つ
め
の
運
動
＋
牛
乳
」
で
す
。

　
熱
中
症
の
予
防
対
策
と
し
て
、
適
度
な
運

動
の
後
30
分
以
内
に
タ
ン
パ
ク
質
と
糖
質
を

含
む
牛
乳
等
の
食
品
を
摂
る
と
血
液
量
が
増

え
、
発
汗
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
皮
膚
血
流
の

増
加
に
よ
る
熱
放
散
が
し
や
す
く
な
っ
た
り
、

体
温
が
上
が
り
に
く
い
体
に
な
る
こ
と
が
最

近
の
研
究
で
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
暑
さ
に
強

い
体
と
は
、
気
温
の
高
さ
に
応
じ
て
発
汗
す
る

こ
と
で
体
温
の
上
昇
を
抑
制
で
き
る
体
の
こ
と
。

　
現
代
人
は
高
齢
者
で
な
く
て
も
運
動
不
足

や
冷
房
な
ど
に
よ
っ
て
、
体
温
調
節
機
能
が

低
下
し
て
い
る
人
が
多
く
、
そ
れ
が
熱
中
症

や
夏
バ
テ
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
や
や
き
つ
め
の
運
動
＋
牛
乳
」
で
暑
さ

に
強
い
体
を
作
り
、
健
や
か
な
夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

暑
さ
に
強
い
体
を
つ
く
る

熱
中
症
予
防
の
コ
ツ

電
力
不
足
と
近
年
の

猛
暑
で
熱
中
症
が
増
加

吸収率の高いカルシウム
　カルシウムを含む食品には、小魚や海藻など様々あります

が、その中でも牛乳のカルシウムは吸収率がとても高く、他

の食品と違って、そのまま摂取できる手軽さがあります。

　このため１度に摂れる量が多く、コップ１杯の牛乳で１日に

必要なカルシウムの約３分の１を摂る事ができます。日本人

に不足しがちなカルシウム補給には最適な食品です。　

体で合成されない必須アミノ酸
　3大栄養素と呼ばれるタンパク質は、筋肉や臓器、歯・骨や

皮膚、脳や血管など様々な細胞・組織を作る材料になり、ホ

ルモンの生産や免疫物質などにも関わっている生命活動に

欠かせない栄養素で、アミノ酸を含んでいます。牛乳中のタ

ンパク質は身体で合成されない必須アミノ酸がバランスよ

く含まれているため良質なタンパク質源と呼ばれています。

豊富に含まれるビタミン類
　牛乳には様々なビタミンが含まれます。主なビタミンは、

AとB2です。ビタミンAは、成長促進や生殖・免疫機能の維

持、鼻・喉の粘膜、視力を正常に保ち、病原菌から身を守る働

きがあります。

　また、ビタミンB2は、栄養分の代謝を高めて、成長促進に

大切な役割を果たしています。

牛乳の知識

出典：社団法人日本酪農乳業協会
　　　「暑い季節も元気に過ごそう！」
信州大学医学部　能勢博教授　監修

生乳100％使用

賞味期限（開封前）要冷蔵10℃以下

成分無調整

種類別　牛　乳

 is 

1000ml

運動の目安
年齢や体力、運動経験などで、何をどのくらい行えばいいかは異なってきます。

いつも運動をしている人なら軽いジョギング、あまり運動をしていない人なら速足

でのウォーキングをしましょう。

　運動の目安＝最大体力の70%程度

　運動の回数＝毎日15～30分ほどの適度な運動を行う

※体力面などで１度に運動を行えない場合は、2 ～ 3 回に分けて行っても効果があります。

牛乳・ヨーグルトの摂り方
運動後の30分以内に、牛乳やヨーグルトなどを摂ります。牛乳でお腹がゴロゴロす

る乳糖不耐症の人には、ヨーグルトがおすすめです。

　摂取量の目安＝牛乳はコップ1 杯（200ml）

　　　　　　　  ヨーグルトは180g

暑さに強い体になる暑さに強い体になる

環境省熱中症予防サイト　http://www.nies.go.jp/health/HeatStroke/

「
や
や
き
つ
め
の
運
動
＋
牛
乳
」
で
暑
さ
に
強
い
体
を
作
る

電
力
不
足
と
猛
暑
。
日
本
の
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に

PREVENT WITH MILK 02

　
そ
も
そ
も
熱
中
症
と
は
、
体
内
の
水
分
、

塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

た
り
、
体
温
の
調
整
機
能
が
破
綻
し
て
発
症

す
る
障
害
の
総
称
で
す
。

　
熱
中
症
は
死
に
い
た
る
恐
れ
の
あ
る
病
態

で
す
が
、
適
切
な
予
防
法
を
知
っ
て
い
れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
応

急
処
置
に
よ
り
救
命
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
熱
中
症
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
場
所

や
、
な
り
や
す
い
人
の
条
件
な
ど
も
環
境
省

な
ど
の
H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
の
統
計
は
未
発
表
で
す
が
、
猛

暑
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る

節
電
に
よ
り
、
多
く
の
方
が
熱
中
症
に
注
意

し
な
が
ら
夏
を
過
ご
し
た
事
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
に
続
き
今
年
も
節
電
の
努
力
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
節
電
対
策
と
と

も
に
熱
中
症
予
防
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
近
年
、
夏
の
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
平
成
22
年

の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
は
1
7
1
8
名

で
、
熱
中
症
の
統
計
を
取
り
始
め
た
昭
和
39

年
以
降
で
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
内
訳
を
見
る
と
全
死
亡
者
数
の
約
8

割
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
が
上

昇
す
る
と
死
亡
率
が
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
発
生
場
所
は
、
家
（
庭
）
が

全
死
亡
者
数
の
約
46
％
と
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
従
来
、
熱
中
症
の
多
く
は
高
温
環
境
下
で

の
労
働
や
運
動
な
ど
で
発
生
し
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
日
常
生
活
で
の
発
生
が
多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
22
年
の
6
月
～
8
月
の
日
本

の
平
均
気
温
は
、
統
計
を
開
始
し
た
明
治
31

年
以
降
の
1
1
3
年
間
で
第
1
位
の
高
い
記

録
で
し
た
。

電
力
不
足
と
近
年
の

猛
暑
で
熱
中
症
が
増
加

00％使用

賞味賞味賞味期期期限限限（開封前）要冷蔵冷冷 10℃00 以下

分無調整

牛
乳

 is

成分

0

分

別

1000ml

乳1

成分分

類別別

成分成分分分

生乳

運動の目安
年齢や体力、運動経験などで、何をどのくらい行えばいいかは異なってきます。

いつも運動をしている人なら軽いジョギング、あまり運動をしていない人なら速足

でのウォーキングをしましょう。

　運動の目安＝最大体力の70%程度

　運動の回数＝毎日15～30分ほどの適度な運動を行う

※体力面などで１度に運動を行えない場合は、2 ～ 3 回に分けて行っても効果があります。

牛乳・ヨーグルトの摂り方
運動後の30分以内に、牛乳やヨーグルトなどを摂ります。牛乳でお腹がゴロゴロす

る乳糖不耐症の人には、ヨーグルトがおすすめです。

　摂取量の目安＝牛乳はコップ1 杯（200ml）

　　　　　　　  ヨーグルトは180g

環境省熱中症予防サイト　http://www.nies.go.jp/health/HeatStroke/

「
や
や
き
つ
め
の
運
動
＋
牛
乳
」
で
暑
さ
に
強
い
体
を
作
る

電
力
不
足
と
猛
暑
。
日
本
の
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に

資料：五訂増補日本食品標準成分表

水　分

タンパク質

脂　質

炭水化物

ミネラル

ビタミン

174.8g
6.6g
7.6g
9.6g

1
2

※

※

※1) ミネラル・・・カルシウム220mg、リン186mg、

　　　　 マグネシウム20mg、カリウム300mgなど

※2) ビタミン・・・ビタミンA（レチノール当量）76μg、

　　　　 ビタミンB1 0.08mg、ビタミンB2 0.30mgなど

養成分中の栄養牛乳200g牛牛牛

ややきつい運動

＋
タンパク質と糖質を含む牛乳などを摂取

血液量の増加・血行促進

体のすみずみまで血液が循環

体温調節機能・体力が向上

牛
乳
真
価

牛乳の栄養価値を再確認
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5
月
6
日
未
明
に
北
海
道
電
力
・
泊
発
電

所
3
号
機
が
定
期
点
検
の
た
め
に
停
止
し
た

こ
と
で
、
昭
和
45
年
に
関
西
電
力
・
美
浜
発

電
所
1
号
機
が
稼
働
し
て
以
来
42
年
ぶ
り
に
、

日
本
国
内
の
原
発
が
す
べ
て
停
止
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
今
夏
は
、
日
本
全
国
で
節
電
の

必
要
性
が
あ
り
、
政
府
が
節
電
の
数
値
目
標

を
発
表
。
こ
れ
に
よ
る
と
関
西
地
域

（
10
％
）
、
九
州
地
域
（
10
％
）
な
ど
で
最

も
深
刻
な
電
力
不
足
に
陥
る
と
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
生
乳
」
と
い
う
生
も
の
を
生
産
し
て
い

る
牧
場
に
お
い
て
は
、
搾
乳
し
た
生
乳
を
常

に
一
定
の
温
度
で
冷
却
し
、
集
乳
さ
れ
る
ま

で
保
管
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
農
場
で
は
、
機
械
に
よ
る

搾
乳
作
業
や
エ
サ
や
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、

計
画
停
電
な
ど
を
含
め
電
力
不
足
は
、
生
産

現
場
に
お
い
て
死
活
問
題
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
の
震
災
直
後
に
東
京
電
力
が
実
施
し

た
計
画
停
電
で
は
、
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
停
止
し
、
乳
業
工
場
自
体
も
稼
動
で
き

な
い
と
い
う
事
態
に
よ
り
、
東
日
本
の
小
売

店
な
ど
か
ら
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
消
え
る

と
い
う
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
影
響
が
大
き
か
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、

牛
乳
と
同
じ
く
高
温
殺
菌
処
理
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
40
～
50
度
程
度
の
状
態
で
数
時
間

発
酵
さ
せ
る
な
ど
温
度
調
節
の
た
め
電
力
を

必
要
と
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
停
電
す
る
と
品
質
管
理
が
難
し

く
、
長
期
保
存
も
で
き
な
い
の
で
供
給
能
力

が
大
幅
に
落
ち
込
み
ま
す
。

　
も
と
も
と
暑
さ
に
弱
い
牛
で
す
が
、
高
温

多
湿
と
な
る
夏
場
は
、
乳
質
の
低
下
と
と
も

に
、
乳
房
炎
な
ど
の
病
気
に
な
る
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
。

!! 電
力
不
足
は
酪
農
生
産
現
場

に
も
大
き
く
影
響

暑
さ
に
弱
い
乳
牛

夏
バ
テ
で
乳
量
が
減
少

酪
農
家
は
、
節
電
と
と
も
に
暑
さ
に
対
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す

電
力
不
足
と
猛
暑
。

暑
さ
に
弱
い
牛
へ
の
対
策
は

政
府
は
今
夏
の
電
力
不
足
を
乗
り
切
る
た
め
節
電
目
標
を
発
表

牛乳の知識

　牛が牛舎の中を自由に歩きまわれる「フリーストール牛舎」では、

暑さに弱い牛のために気温の高い夏場は大型扇風機などで牛舎の

通気を良くし、乳牛が快適にすごせるよう努力しています。

　
そ
こ
で
酪
農
家
は
、
乳
牛
を
暑
さ
か
ら
守

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
天
井
近
く
に
パ
イ
プ
を
配
し
、
牛

舎
内
の
温
度
が
28
℃
以
上
に
な
る
と
自
動
的

に
噴
霧
す
る
細
霧
冷
房
装
置
を
牛
舎
に
設
置

し
た
り
、
牛
舎
に
外
気
を
取
り
込
む
送
風
ダ

ク
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
り
し
ま
す
。
こ

う
し
た
環
境
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
牛
の
体
感

温
度
や
牛
舎
内
の
温
度
が
下
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
酪
農
家
は
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

下
に
お
い
て
暑
さ
対
策
を
行
い
、
年
間
を
通

し
て
安
定
的
な
ミ
ル
ク
供
給
の
実
現
に
向
け

て
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1

2

3

牛舎内温度上昇の抑制と湿気・アンモニア
の排出
畜舎内の換気、屋根の断熱・冷却、直射日光の遮断、散水等

牛体からの放熱の促進
毛刈り、牛体への送風、夜間の外気利用等

飼料摂取量の減少防止と不足栄養分の補給
十分な水分の給与、消化率の高い粗飼料等の給与、飼

料の変敗防止、ミネラルの補給等

カウコンフォート（牛の快適性）の改善
定期的な削蹄、牛床のクッション性の確保等

4

政府が設定した節電の数値目標

（注）数値目標は、平成

22年のピーク時の最大

使用電力との比較。対

象期間は原則として7月

2日～9月7日。北海道は

7月23日～9月14日（9

月10日～14日は夜）

東日本

西日本

北日本

沖縄・奄美

向こう３か月（7～9月）の気温の各階級の確率 (％)

本 30 40 30

本

本

本

本

30 30

本

美

本

本 20 40 40

40

美

本

美 20 40 40

低 高並

酪農教育ファームなどで酪農の価値を伝える

　日本では、食育によって国民が生涯にわたって健全な心身を培い、

豊かな人間性を育むことを目的に平成17年「食育基本法」が成立しま

した。これに伴い、様々な産業において食育に対する取り組みが行わ

れています。

　「生乳」を生産する酪農の現場では、牧場を開放したり、搾乳や哺

乳体験、乳牛とのふれあい、酪農家との交流などを行う「酪農教育

ファーム」活動を全国の牧場などで行っています。

　この活動では、幼稚園・小中学校の生徒から家族連れなどの消費者

まで、幅広い人たちが参加、牛乳乳製品による「食の教育」や乳牛と

の触れ合による「いのちの教育」を体験しています。

数値目標（削減率）電力会社

東　北

東　京

北海道   7％※

中　部 4％

北　陸 4％

関　西   10％※

中　国 3％

四　国    7％※

九　州  10％※

なし

なし

※は計画停電準備

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

夏
対
策

暑さに対する酪農家の取り組み

７月 北日本と東日本日本海側では、平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。

東日本太平洋側と西日本では、前半は平年と同様に曇りや雨の日が多く、後半は

平年と同様に晴れの日が多い見込みです。沖縄・奄美では、平年と同様に晴れの

日が多いでしょう。

８月 北日本では、天気は数日の周期で変わるでしょう。東・西日本と沖縄・奄美

では、平年と同様に晴れの日が多い見込みです。

９月 北・東日本と西日本日本海側では、天気は数日の周期で変わるでしょう。西

日本太平洋側と沖縄・奄美では、平年と同様に晴れの日が多い見込みです。
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は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
り
貯
乳
タ
ン
ク
へ
送

ら
れ
る
と
す
ぐ
に
冷
却
貯
蔵
さ
れ
ま
す
。  

　
搾
っ
た
ば
か
り
の
生
乳
は
約
38
℃
位
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
約
1
時
間
で
約
10
℃
ま
で
、

2
時
間
以
内
に
約
4
℃
ま
で
冷
却
し
、
集
乳

さ
れ
る
ま
で
適
切
な
温
度
で
管
理
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
集
乳
の
た
め
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
到

着
す
る
と
、
乳
温
の
確
認
、
風
味
検
査
と
、

品
質
検
査
用
の
サ
ン
プ
ル
採
取
が
行
わ
れ

ま
す
。
複
数
の
牧
場
か
ら
集
乳
す
る
た
め
、

1
戸
で
も
品
質
に
問
題
が
あ
れ
ば
、
タ
ン

ク
の
中
の
生
乳
全
て
が
不
適
格
と
な
る
た

め
、
牧
場
で
は
万
全
の
品
質
管
理
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
工
場
に
届
い
た
生
乳
は
、
さ
ら
に

受
け
入
れ
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て

幾
重
に
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
生
乳
だ
け
が
牛

乳
と
な
り
、
店
頭
に
並
べ
ら
れ
ま
す
。 

　
乳
牛
は
生
き
物
で
あ
る
た
め
、
毎
日
、

乳
を
搾
り
、
牛
舎
を
清
潔
に
し
て
あ
げ
な

い
と
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お

い
し
い
牛
乳
を
届
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず

乳
牛
の
健
康
管
理
が
大

切
な
仕
事
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
酪
農
家
の
生

活
サ
イ
ク
ル
は
乳
牛
に

合
わ
せ
た
毎
日
で
、
朝

5
時
に
は
起
き
て
、
牛

舎
の
掃
除
、
給
餌
、
搾

乳
。
こ
れ
を
毎
日
朝
夕

必
ず
行
い
ま
す
。

　
そ
の
合
間
に
餌
づ
く

り
や
堆
肥
づ
く
り
、
牛

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
し
ま
す
。

　
搾
乳
は
衛
生
的
に
行

わ
れ
、
搾
ら
れ
た
生
乳

　
東
京
電
力
福
島
第
1
原
発
事
故
に
よ
る

食
品
中
の
放
射
性
物
質
汚
染
防
止
の
観
点

か
ら
、
厚
生
労
働
省
は
食
品
衛
生
法
に
基

づ
き
暫
定
規
制
値
を
設
定
（
平
成
23
年
3

月
17
日
）
し
、
こ
れ
を
上
回
る
食
品
の
出

荷
制
限
を
措
置
す
る
な
ど
食
品
の
安
全
性

を
確
保
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
食
品
安
全
委
員
会
に
よ
る
「
食

品
中
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
食
品
健
康

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の

放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

牛
の
健
康
管
理
か
ら
始
ま
る

安
全
・
安
心
の
牛
乳
づ
く
り

牛乳の知識

AQ
なぜ、生乳はクーラーステーションで混ぜ合わ
せてから乳業メーカーに渡されるのですか？

酪農家は地域内に離れて点在しているため、生乳は集乳車と呼ばれるタ
ンクローリーで集荷され、一旦、クーラーステーションと呼ばれる大型
冷却施設に集められます。そこで生乳の検査が行われ、安全性が確認さ
れた生乳を大型のタンクローリーに移し替え、各乳業工場に出荷します。
このように、同じ地域の複数の酪農家の生乳を集めて大型冷却施設の中
に冷蔵保管することを「合乳」と呼び、その目的は生乳の安全管理と輸
送を素早く低コストで行うことにあります。こうした生乳の流通方式は、
福島の原発事故発生以前から行われてきたもので、諸外国でも一般的に
採用されている流通システムです。

AQ
販売されている牛乳の産地や加工場所をチェッ
クすることは可能ですか？

牛乳のパッケージにある「一括表示欄」の記載については、食品衛生法
に基づく表示指導要領が示されています。その要領では、「製造所所在
地」（メーカーによっては「固有記号」で表示している場合あり）及び
「製造者名」の記載が義務付けられていますが、生乳の「原産地」に関
する表示は指定されていません。
また、乳業メーカーが使用する生乳は、販売者である生産者団体が東北
や関東などのように広域で組織化されていることもあり、その産地は都
道府県単位に固定されていません。そのため、商品名に「産地」が使わ
れている商品を除き、特定の原産地を表示することは難しい実態にあり
ます。
お手元の牛乳の原産地や固有記号で表示された乳業工場の所在地をお
知りになりたい場合は、製造者（乳業メーカー）のお客様相談室などに
お問い合わせください。 

シーベルト（Sv）
人 が 受 け た 放 射 線 の 影 響
を表す単位

放射線

体内に取り込まれた放射性物質は、そのまま留まる
のではなく徐々に体の外に放出されていき、少なく
なっていきます。

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

半減期
（放射能が1/2に

なる時間）

体内から1/2量が
排出される時間

（ヒト（全身））

体内から1/2量が
排出される時間
（牛（筋肉））

8日

：
：
：

11日
23日
80日

乳 児
5 歳 児
成 人

2年 30年

：
：
：

50～60日
30～40日
25～30日

未 経 産
雄 牛
子 牛

：
：

9日
38日

1 歳 ま で
9歳まで

：
：

70日
90日

30歳まで
50歳まで

AQ
牛が食べる牧草や水、呼吸する空気について放
射性物質検査はしているのですか？

大気中及び水道水中の放射線量は各自治体などによる調査が実施され、それぞ
れＨＰで計測値が詳細に公表されています。
牧草については、「大気中の放射線量が通常より高いレベルで検出された地域」
において、「今後（原発事故後に）生産される粗飼料について暫定許容値以内の
ものを使用するとともに、その検査を行うこと」とされました。
これに加え、平成24年4月1日から食品中の放射性物質の新たな基準値が設定さ
れることを踏まえ、飼料中の放射性セシウムの暫定許容値の見直しが行われま
した。牛用飼料については表の通り改正されました。
平成23年産の牧草は、15都県（注1）における放射性物質の継続的な検査により、
岩手県・福島県のそれぞれ一部地域において、現在も粗飼料の利用及び放牧の自
粛が行われています。
平成24年に収穫する青刈り用トウモロコシ
等の単年生飼料作物及び永年生牧草につい
ては、安全確保をより確実なものとするた
め、8県（注2）を調査対象県とし流通･利用
を自粛するとともに、原則として、当該県を
3か所の調査地域に区分し、区分ごとに5点
以上の調査地点の放射線量を調査すること
としました。自粛の解除は、原則として、調
査地域内の全ての調査結果が改正された暫
定許容値以下となった場合とされています。

影
響
評
価
」
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
は

平
成
24
年
4
月
1
日
よ
り
食
品
中
の
放
射

性
物
質
の
新
た
な
基
準
値
　 

を
設
定
し
ま

し
た
。

　
な
お
牛
乳
や
乳
製
品
は
、
そ
の
原
料
と
な
る

生
乳
段
階
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
生
乳
に
つ
い
て
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

は
、
こ
れ
ら
に
基
づ
き
現
在
17
都
県
　

が

対
象
自
治
体
と
な
っ
て
お
り
、
ク
ー
ラ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
乳
業
工
場
（
又
は
乳
業

工
場
に
直
接
出
荷
し
て
い
る
全
て
の
者
）
単
位

に
検
体
採
取
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）

（
表
）

注：生乳のモニタリング検査対象都県
青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、
栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟
県、山梨県、長野県、静岡県

表：放射性セシウムの新基準値

基準値（Bq/kg）食品群

飲料水 10

牛　乳 50

乳児用食品 50

一般食品 100

基準値は放射性ストロン
チウム、プルトニウム等
を含めた値です。

暫定許容値

牛用飼料 100

飼料中の放射性セシウムの
暫定許容値（Bq/kg）

放
射
能
の
基
準
値
を
超
え
た
商
品
が
流
通
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

安
全
・
安
心
の
牛
乳
を
届
け
る
た
め
に

生
産
現
場
か
ら
厳
し
い
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

牛乳と放射能問題に関する QA

ベクレルとシーベルトの違い 体内に取り込まれた
放射性物質はどうなる

注1：青森県、岩手県、宮城県、秋田県、
山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬
県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
長野県、新潟県（以上15都県） 
注2：岩手県、宮城県、福島県、栃木県、群
馬県、茨城県、埼玉県、千葉県（以上8県）
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ベクレル（Bq）
放射性物質がもつ放射能の強
さを表す単位
（放射性物質の量に比例）



乳
製
品資料：独立行政法人農畜産業振興機構「畜産の情報（海外編）」を参考

注意：高値と安値の単純平均（西欧積み出し港のFOB価格）

乳製品の国際価格の推移

未
来自家製乳製品で酪農を未来へつなぐ
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酪
農
家
の
廃
業
が
止
ま
ら
な
い
。
日
本
酪
農
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
は

国
産
国
産
1
0
0
％
を
守
る
た
め
に

0
0
％
を
守
る
た
め
に

　
こ
の
よ
う
な
中
で
酪
農
家
は
、
コ
ス
ト
の

削
減
や
経
営
改
善
な
ど
に
よ
る
努
力
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
収
入
を
上
回
る
コ
ス
ト
超

過
が
続
く
こ
と
で
、
や
む
を
得
ず
廃
業
し
て

い
く
酪
農
家
が
あ
と
を
た
た
な
い
の
で
す
。

　
い
ま
で
は
毎
日
の
食
卓
に
は
欠
か
せ
な
く

な
っ
て
い
る
「
牛
乳
乳
製
品
」
で
す
が
、
酪

農
家
の
戸
数
や
乳
牛
の
飼
養
頭
数
の
減
少
が

こ
れ
か
ら
も
続
き
、
生
産
基
盤
自
体
が
弱
体

化
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る

酪
農
産
業
の
存
亡
に
関
わ
る
危
機
的
な
状
況

な
の
で
す
。

　
「
牛
乳
」
は
、
生
き
物
で
あ
る
乳
牛
か
ら

生
産
さ
れ
る
た
め
、
工
業
製
品
と
違
っ
て
、

す
ぐ
に
増
産
し
た
り
、
減
産
し
た
り
が
出
来

ま
せ
ん
。
乳
牛
が
子
供
を
産
み
生
乳
を
生
産

し
は
じ
め
る
ま
で
は
26
ヵ
月
も
の
月
日
が
掛

か
り
ま
す
。

　
1
0
0
％
国
産
で
安
全
・
安
心
の
も
と
に

生
産
さ
れ
る
「
牛
乳
」
。
毎
日
の
食
卓
へ
の

安
定
供
給
、
そ
し
て
酪
農
産
業
を
守
っ
て
い

く
こ
と
は
、
未
来
の
食
卓
に
と
っ
て
も
大
切

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
に
お
け
る
酪
農
家
の
廃
業
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。

　
統
計
で
は
、
酪
農
家
戸
数
は
、
昭
和
38
年

の
約
42
万
戸
を
ピ
ー
ク
に
、
減
少
に
転
じ
、

平
成
23
年
2
月
現
在
に
お
け
る
酪
農
家
戸
数

は
、
2
万
1
0
0
0
戸
（
前
年
同
月
比
マ
イ

ナ
ス
4.1
％
）
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
平

成
18
年
か
ら
の
5
年
間
で
約
6
千
戸
も
減
少

と
い
う
異
常
事
態
で
す
。

　
ま
た
、
乳
牛
の
頭
数
は
昭
和
60
年
の
約

2
1
1
万
頭
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、
平

成
23
年
2
月
現
在
で
は
全
国
で
約
1
4
7
万

頭
、
搾
乳
し
て
い
る
乳
牛
は
1
0
0
万
頭
を
下

回
り
約
93
万
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
原
因
は
、
昨
今
の
原
油
価
格
の
高
騰
か
ら

は
じ
ま
り
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
向
け
需
要

の
拡
大
に
よ
り
輸
入
し
て
い
る
飼
料
（
と
う

も
ろ
こ
し
）
の
価
格
が
7
年
前
よ
り
約
2
倍

に
上
昇
し
た
こ
と
等
で
す
。

　
生
産
基
盤
が
弱
体
化
を
た
ど
る
一
方
で
、

が
ん
ば
っ
て
生
産
を
続
け
て
い
る
酪
農
家
に

と
っ
て
も
、
例
外
の
な
い
関
税
撤
廃
を
原
則

と
す
る
T
P
P
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）
と
い
う
外
圧
が
、
設
備
投
資
意
欲

を
低
下
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
日
本
に
お
け
る
生
乳
生
産
量

は
、
平
成
23
年
度
で
約
7
5
0
万
ト
ン
（
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
1.3
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
日

本
国
内
に
お
け
る
年

間
の
牛
乳
乳
製
品
の

消

費

量

は

、

約

1
1
0
0
万
ト
ン
と

さ
れ
、
約
3
5
0
万

ト
ン
は
、
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　
近
年
で
は
、
経
済

成
長
が
著
し
い
中
国

や
イ
ン
ド
な
ど
の
ア
ジ

ア
諸
国
や
ロ
シ
ア
で
乳

製
品
の
需
要
が
急
激

に
増
加
し
て
お
り
、
こ

れ
に
伴
い
乳
製
品
の

国
際
価
格
も
活
発
な

動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
る
と
バ
タ
ー
や
脱

脂
粉
乳
な
ど
の
乳
製
品
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
海
外
か
ら
調
達
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

り
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
の
価
格
に
影
響

が
で
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
世
界
で
も
有
数
の
農
産
物
輸
入
国
で
あ
る

日
本
の
総
合
食
料
自
給
率
は
、
今
や
供
給
熱

量
ベ
ー
ス
で
39
％
と
、
他
の
先
進
国
と
比
べ

て
も
半
分
以
下
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
輸
入
食
品
に
対
す
る
安
全
性
へ
の
不
安
も

再
三
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
食
に
対
す

る
安
心
・
安
全
」
へ
の
ニ
ー
ズ
が
消
費
者
の

中
で
、
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
産
の
生
乳
生
産
量
を
確
保
し
、
牛
乳
乳
製

品
の
自
給
率
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
酪

農
産
業
を
受
け
継
い
で
い
く
後
継
者
た
ち
が
、

意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
環
境
を
つ
く
り
、

日
本
の
食
卓
に

必
要
な
量
の
生

乳
を
国
内
で
し
っ

か
り
と
生
産
し

て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
　

廃
業
に
よ
る
生
産
基
盤
の

弱
体
化
が
顕
著
に

　現在、日本各地の酪農家が、「牛乳」はもちろん、「ヨーグルト」、「アイ
スクリーム」、「チーズ」などを手作りで製造・商品化しています。その中
でも国産のナチュラルチーズは、「フレッシュ」、「ハード」、「ウォッ
シュ」、「青カビ」、「白カビ」など様々な種類が、各地の気候風土や食文化
に根付いた個性的なチーズとして、作られています。
　最近では製造技術の向上への取り組みも進んだことで、海外の製品にも
負けない「おいしいナチュラルチーズ」が日本の食卓に並び始めました。
平成23年度の統計では、チーズの国内総消費量が、前年比8.8％増の約28
万4千トンで過去最高を更新しましたが、これは輸入チーズがほとんど。
　今後、国産のチーズが普及していくために酪農家の努力が続きます。

日
本
酪
農
の
現
状
と
未
来

牛乳の知識

世
界
需
要
の
増
加
で
輸
入
に

頼
る
こ
と
は
で
き
な
い

80

飼養戸数

経産牛

酪農家戸数と乳牛頭数の推移酪農家戸数と乳牛頭数の推移酪農家戸数と乳牛頭数の推移
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後
継
者
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て

取
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組
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る
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国
産
1
0
0
％
を
守
る
た
め
に


	●表紙04
	◎panff01★
	panff02★
	panff03★
	panff04★

